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第１回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを開催します

今年度もモデル地区における電気柵設置を支援しました

出荷管理状況調査を⾏いました

⽬指せ！部会全戸で G A P認証取得！

ふくしま県 G A P認証書交付式を⾏いました

これからの中山間農業のモデル確立に向け、実証試験を⾏います

新宮川ダムで施設安全祈願祭が⾏われました

管内全市町村で地域計画が策定されました

新規就農者等交流会を開催しました！

ツキノワグマ出没特別注意報が発令中です

会津美⾥町梁⽥地区新規就農者紹介

会津農林事務所からのお知らせ
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地すべり防⽌施設の定期点検を⾏っています



第１回「おいしい ふくしま いただきます！」
キャンペーンを開催します
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出荷管理状況調査を⾏いました

 県産農林⽔産物の販売促進を図り、魅⼒を発信
するため、令和７年７⽉19⽇（⼟）、道の駅から
むし織の⾥しょうわにおいて第１回「おいしい 
ふくしま いただきます！」キャンペーンを開催
します。
 県産農林⽔産物に関するアンケートにご回答い
ただいた⽅に会津産GAP認証アスパラガスをプレ
ゼントします。
皆様のお越しをお待ちしております！
                          

（企画部）

 会津農林事務所管内においても原発事故に伴う⼭菜
等の出荷制限が続いていますが、品⽬ごとに出荷制限
市町村が異なるため、農産物直売所や⼩売店等を定期
的に巡回して出荷管理状況の確認を⾏っています。
 企画部、農業振興普及部（各農業普及所）及び森林
林業部は、４⽉16⽇から25⽇にかけて会津保健福祉事
務所と合同で管内⼀円の巡回指導を実施しました。企
画部は⾷品表⺬法、農業振興普及部は野菜等、森林林
業部は⼭菜等、会津保健福祉事務所は⾷品衛⽣法に関
する各取扱いについて確認を⾏いました。
 巡回の結果、出荷制限市町村から採取された⼭菜等
の販売は確認されませんでしたが、適切な産地表⺬等
がなされていない商品が確認されたことから、その場
で表⺬⽅法の改善について指導を⾏いました。
                          

（森林林業部）

▲調査の様⼦
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今年度もモデル地区における電気柵設置を⽀援しました

 本県では、野⽣⿃獣による農作物被害を減少させるた
め、関係機関と連携して、総合的な⿃獣被害対策を実証
するモデル地区を設置しています。
 今年度も、会津若松市⾨⽥町の北御⼭・南御⼭地区を
モデル地区として、４⽉６⽇に電気柵設置を⾏いまし
た。設置作業には、会津農林事務所及び会津若松市役所
からは計６名が参加し、設置を⽀援しました。
住⺠が中⼼となり、柵線へ触れないように雑草や落ち葉
を⽚付けながら、設置しました。特に昨年度、野⽣⿃獣
の出没が多かったポイントでは、柵線の⾼さに注意を払
って設置し、⼤雪による倒⽊がある箇所では、伐採を⾏
い、⼀部電気柵設置ルートを変更するなど、⼯夫しなが
ら作業を⾏いました。
 今後は、住⺠⾃ら⿃獣被害防⽌にむけた対策を実施
し、農作物等の被害を低減できるよう、⽀援していきま
す。

              （農業振興普及部）

⽬指せ！部会全⼾でGAP認証取得！
 令和７年４⽉30⽇、JA会津よつばばんだいトマト⽣産部会
において、GAP勉強会を開催しました。
 部会では、⽣産の拡⼤や品質の向上だけでなく、⾷品安全
や環境保全、労働安全に対する意識をより⾼めるため、令和
２年度にJGAP団体認証を取得しました。
 当初は部会員６⼾での取り組みでしたが、令和６年度末で
は26⼾まで拡⼤し、さらに本年度は５⼾が加わる計画です。
そこで、GAP勉強会では、新たに取り組む部会員を対象に、
⾷品安全、労働安全、環境保全の観点からリスクを抽出し、
その予防や低減⽅法を検討しました。
 参加者から「⼿を洗う⽔は、どのような条件が良いか」等
の疑問が出され、意⾒を交換しました。
 今後内部監査を実施し、夏には審査を受ける予定です。
                  

(農業振興普及部）

▲電気柵設置の様⼦

▲農業にどんなリスクがあるか検討しています



ふくしま県ＧＡＰ認証書交付式を⾏いました
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⼿代⽊ファーム ⽳澤賢⼀⽒
J A会津よつばみどり地区
インゲン・⾖類部会GA P班

 令和７年４⽉17⽇に、会津若松合同庁舎でふくしま県ＧＡＰ（ＦＧＡＰ）の令和７
年度第１回認証書交付式を⾏いました。新たに認証を受けた３経営体を紹介します。

                   （農業振興普及部）

▲左から、佐藤⽒（JA会津よつばみどり地区インゲン・⾖類部会GAP班）、⼿代⽊⽒（⼿代⽊ファーム）、遠藤所⻑、⽳澤⽒

※⽳澤⽒については、後⽇喜多⽅普及所において交付しました

会津美⾥町の会津よつば農業
協 同 組 合 み ど り 地 区 イ ン ゲ
ン・⾖類部会ＧＡＰ班は、よ
り適正な農場管理を⾏い、信
頼性の⾼い産地（部会）をＰ
Ｒしたいと考え認証取得を⽬
指しました。防⾍ネット栽培
等の物理的防除を⾏うなど、
農薬使⽤の削減や省⼒化に取
り組んでいます。

喜多⽅市の⼿代⽊ファームは、
EM⽶の栽培にも取り組んでい
る⽔稲農家で、⽶の認証を取得
しました。これまでは、経験や
勘に頼る部分があったため、記
録等を残して⾒える化を図るこ
とで、農場経営管理の改善に役
⽴つとともに、将来の経営移譲
の際、円滑に引き継げるように
なると考えています。

喜多⽅市の⽳澤賢⼀⽒は、地域
の担い⼿である⽔稲農家で、⽶
の認証を取得しました。経営移
譲されたことを契機としてＧＡ
Ｐを取得しました。
ＧＡＰ取得を通して農業への理
解を深めたいと意欲的であり、
ドローンによる農薬散布など省
⼒化にも取り組まれ、規模拡⼤
も⾒込まれています。
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新宮川ダムで施設安全祈願祭が⾏われました

 令和７年４⽉23⽇に県が管理する会津美⾥
町の新宮川ダムにおいて、会津宮川⼟地改良区
主催の施設安全祈願祭が開催されました。
 新宮川ダムは、会津美⾥町と会津坂下町の約
4,500haにも及ぶ⽔⽥に農業⽤⽔を供給する
⽔源であり、豊かな⽶どころである会津地⽅を
⽀える重要な施設です。
 施設安全祈願祭では、関連する農業⽤⽔施設
の今年の安全を祈願し、県、⼟地改良区、⽔利
委員会の各代表者が⽟串を奉納しました。
農家の皆様には、引き続き適切な⽔管理にご協
⼒をお願いします。
         

   （農村整備部）

 地すべり防⽌施設は、地すべりから農地や農業⽤施設、家屋
や⼈命を守る重要な施設です。このため令和７年度も４⽉21⽇
から６⽉10⽇にかけて、関係する市町村の職員とともに、点検
を⾏っています。
 県内の農村地域には地すべり防⽌地区が41地区ありますが、
そのうち29地区は会津農林事務所管内にあります。１地区につ
き、10∼60箇所の施設がありますが、ほとんどが⼭中にあり
ます。
 点検は、集⽔井や横⽳ボーリング⼯、アンカー⼯、⼟留⼯、
杭⼯などの造成施設を対象に実施します。これらの中には、60
年以上も前に整備されたものもあり、点検によって破断や⽬詰
まり、⻲裂、沈下等の施設の機能に⽀障があるような不具合の
有無を確認し、今後の補修や更新の計画に反映させるなど、施
設の保全や維持管理に努めています。
 周辺にお住まいの⽅で、農地のひび割れや、井⼾⽔の濁りな
どの異変を発⾒した場合は、早急に農林事務所へご連絡くださ
い。

                （農村整備部）

地すべり防⽌施設の
定期点検を⾏っています

▲新宮川ダム全⾯越流

▲集⽔井



 管内全ての市町村において、各区域で話し合い
を重ねて作成した地域計画が策定され、公告され
ました。
 地域計画とは、地域の農地の集積・集約化を加
速化させるため、地域における話し合いを通じて
将来⽬指すべき農地の利⽤のあり⽅をより明確に
⺬したものです。
 今後は、策定した地域計画を着実に実現するた
め、ＰＤＣＡサイクルを通じた検証を進めるとと
もに、定期的に⾒直しを図りながら計画を実⾏し
ていく予定です。
県は、市町村等関係機関と緊密に連携しながら、
地域計画の実現に向けて⽀援していきます。

        �（喜多⽅農業普及所）

管内全市町村で地域計画が策定されました

新規就農者等交流会を開催しました！
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 令和７年３⽉３⽇、湯川村の道の駅あいづ�湯川・会津
坂下において、会津坂下農業普及所管内の新規就農者を対
象に、課題や悩み事を共有し、仲間づくりをする場とし
て、新規就農者等交流会を開催しました。
 当⽇は先輩農家の⽅々を講師としてお招きし、これまで
の経営に基づいた農業経営のポイント等の講演をいただき
ながら、意⾒交換会を⾏いました。質問や意⾒が積極的に
交わされ、参加者からは、「もっと意⾒交換をしたかっ
た！」「今後も参加したい！」と好評をいただきました。
 当所では、今年度も交流会の開催を予定しています。新
規就農者の悩みや課題を解決できるような場として仲間同
⼠のつながりを強めてもらえるよう⽀援していきます。

              （会津坂下農業普及所）

▲地域計画協議の様⼦

▲新規就農者交流会の様⼦



ツキノワグマ出没特別注意報が発令中です
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 令和７年５⽉16⽇∼令和７年７⽉31⽇の期間中、県内全域を対象にツキノワグマ出没特別注意
報が発令されています。
 冬眠から⽬覚めたクマがエサを求めて活動を始める時期となったため、⼭菜採りや朝⼣の農作業
時などは特にクマへの注意が必要です。「事前に⽬撃情報を調べておく」「屋外に⽣ゴミ・収穫残
渣・ペットフードを放置しない」「クマ鈴やラジオなど⾳のするものを⾝につけて⾏動する」「複
数⼈で⾏動する」等の対策をしてツキノワグマに出会わないように⼗分注意してください。
 万が⼀クマに遭遇した場合には、クマから⽬を離さないようにして、できるだけゆっくりと後ず
さりしながらクマから離れましょう。

                         （農業振興普及部）

※詳しくはこちらをご覧ください
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16035b/kumahaturei.html（⾃然保護課）



会津美⾥町
梁⽥地区
新規就農者
紹介

 会津美⾥町の梁⽥地区では農地の集積を促進するた
め、県営ほ場整備事業で区画整理を⾏い、⽔稲から⾼
収益作物への転換に必要な整備（客⼟・暗渠排⽔）を
⾏っています。
 この整備されたほ場で営農を開始する新規就農者の
外島涼⽒と藤澤勝吾⽒を紹介します。
 お⼆⼈は、福島⼤学の先輩後輩の関係で、農業に関
⼼があり、⼆⼈で真剣に考えた結果、農業を⽣業とす
ることを決意し、令和５年から２年間猪苗代町の⼤⽟
トマト農家で栽培技術を習得し、令和７年から会津美
⾥町梁⽥地区で就農しました。
 梁⽥集落に就農を決めたことに対してお⼆⼈は、
「まとまった農地が借りることができてよかったと思
う⼀⽅で、農業経営の不安も感じます。」「これから
は、この場所でトマト栽培してくれる仲間をどんどん
増やしたい。ゆくゆくは⾃分たちも師匠と呼ばれる側
になっていきたい。」と抱負を語ってくれました。
 当所では、お⼆⼈が安定した農業経営を⾏えるよ
う、引き続き⽀援していきます。
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▼左から藤澤勝吾⽒、外島涼⽒
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福島県農林⽔産部 
公式YOU T U B Eチャンネル
「1 4 0 0のネタばらし」配信中

【ご意⾒・お問合せ】
福島県会津農林事務所 企画部地域農林企画課

 〒９６５−８５０１
 福島県会津若松市追⼿町７番５号（会津若松合同庁舎２階）

☎（0 2 4 2 ) - 2 9 - 5 3 6 9 � F A X � ( 0 2 4 2 ) - 2 9 - 5 3 8 9

会津農林事務所からのお知らせ

会津農林事務所SN S
あいづ”まるごと”ネットSN S 更新中

会津農林事務所では、 I N S T A G R AMとXにおいて６次化
商品の紹介、事務所の取組、イベントのお知らせなどを
発信しています。ぜひご覧ください。

I N S T A G R AMX（旧TW I T T E R）

X（旧TW I T T E R） I N S T A G R AM


